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根岸 真美
大和証券

サステナビリティ・ソリューション推進部 部長

最終学歴 平成１６年 ３月 大阪大学 国際公共政策研究科 修士課程 卒業

職 歴 平成１６年１２月 大和証券エスエムビーシー株式会社 債券営業部 入社

平成２０年１０月 大和証券キャピタル・マーケッツシンガポールリミテッド

平成２２年１０月 大和証券キャピタル・マーケッツ株式会社 キャピタルマーケット部

平成２４年 ４月 大和証券株式会社 デットキャピタルマーケット部 課長

平成３０年 ４月 大和証券株式会社 ハノイ駐在事務所 所長

令和 ５年 ４月より現職

最初の配属先である債券営業部は、女性総合職は5人程度。地銀や信金などの地方金融機関を担当するも、お客様の反発は強かった

持前の楽観主義で少しずつ実績を積み上げるも、30歳を超えたあたりから、将来のビジョンが見えないといった漠然とした不安に駆られる

海外赴任を希望し、念願のシンガポール勤務を実現。同僚の女性のパワフルさに刺激をうける

帰国後、仕事の面白さは加速度的に高まり、仕事中心の生活に

38歳の出産後、仕事とプライベートの板挟みに。再び海外赴任を希望し、母子のみでベトナムへ赴任

ベトナムの同僚女性のしなやかな働き方に感銘をうけ、自分なりのワークライフバランスを確立
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アジアの女性労働参加率
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女性労働参加率※はアジア全体で上昇傾向。平均すると1990年から約6%ポイント上昇しており、欧米先進国の水準に迫っている

女性労働参加率の上昇は、生産活動のための労働力総数の拡大を意味し、経済の成長力を高める

ベトナムの女性労働参加率の高さは、際立っており、ASEANのみならず欧米先進国よりも高い水準

ベトナム戦争で減少した男性労働力の穴を女性が埋めるようになったのがきっかけと言われているが、近年では働くことを楽しんでいる女性が

非常に多いような印象（＝前述「しなやかな働き方」）

※女性労働参加率：生産年齢の女性のうち就業している人と求職活動を行っている人を合計とした割合

図表1：アジアにおける女性労働参加率

出所：世界開発指標（世界銀行）、IMFによる試算

図表2：男女別労働参加率（2018年）

出所：ジェトロ
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ベトナムで活躍する女性たち
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グエン・ティ・ホン氏

国家銀行（中央銀行）総裁

グエン・ティ・フオン・タオ氏

ベトジェットエアCEO

グエン・ティ・ガー氏
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元国会議長
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今後の期待
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制度の「使いやすさ」の検証

配慮ではなく、多様な考え方、働き方への理解

 マミートラックに乗せない、乗らない

助け合いは美しい


